
第1回 八戸市中心街地区バリアフリー推進協議会
Hachinohe City

資料１

令和８年８月１９日 八戸市 都市整備部 都市政策課

（１）バリアフリー基本構想制度の概要

（２）経緯と検討体制

（３）中心街の概要

（４）中心街のバリアフリー化の現状

（５）検討の基本方針とスケジュール
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01 バリアフリー基本構想制度の概要
Hachinohe City
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バリアフリー基本構想とは（国土交通省資料抜粋）
Hachinohe City
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“高齢者、障がい者等”には、妊産婦等（妊産婦、乳幼児連れ、ベビーカー利用者）、けが人が含まれるPoint



基本構想に位置付けられる特定事業（国土交通省資料抜粋）
Hachinohe City
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バリアフリー基本構想策定のメリット（国土交通省資料抜粋）
Hachinohe City
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02 経緯と検討体制
Hachinohe City
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これまでの経緯
時期 案件 内容

R2.12 国土交通省公表
バリアフリー化を推進する対象施設に

「基本構想の生活関連施設に位置付けられ2,000人以上/日の駅」を追加
※以前の基準は利用者数3,000人以上/日のみ

R3.9 議会一般質問（伊藤議員） 本八戸駅へのエレベーター設置等を要望

R5.9 議会一般質問（上条議員）
本八戸駅へのエレベーター設置・

バリアフリー基本構想の策定を要望

R6.12 議会一般質問（伊藤議員） 〃

R7.1 市長→JR東日本
（市）本八戸駅へのエレベーター設置を要望

（JR）バリアフリー基本構想の策定について言及

R7.9 JR東日本公表 令和６年度の平均利用者数が二千人台に回復

R8.3 議会一般質問（中村議員） バリアフリー基本構想策定の見通しについて質問

1,414 1,344 1,314 1,292 1,254 1,240 1,228 1,278 1,148 1,160 1,062 1,074 1,046 

1,106 1,128 1,092 1,084 1,074 1,102 1,086 1,030 

538 602 754 880 958 

2,520 2,472 2,406 2,376 2,328 2,342 2,314 2,308 

1,686 1,762 1,816 1,954 2,004 

0

1,000

2,000

3,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

■ 定期外 ■ 定期

本八戸駅の平均利用者数の推移（人/日）

Hachinohe City
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行政計画・条例上のバリアフリーの位置づけ
Hachinohe City

行政計画・条例 バリアフリーに関する記載

八戸市健康と福祉の
まちづくり条例

《公共施設のバリアフリー化》
市は公共施設を新設・増改築する場合、バリアフリー法に加え、県条例に規定する整備基

準への適合させるよう規定

《公共交通車両のバリアフリー化》

管理者に対し低床バス導入等の措置を講ずるよう規定

八戸市地域福祉計画
《心のバリアフリー推進事業》
体験型講習会の開催や広報活動により、高齢者や障がい者等への理解を促し思いやりの心

を育む心のバリアフリー推進事業を掲載

八戸市都市計画
マスタープラン

《中心街地区における公共空間のバリアフリー化》
公共空間のバリアフリー化により高齢者や障がいのある方を含めて誰もが安心して歩ける

よう整備を進めることを中心市街地の土地利用方針の一つに設定

中心市街地
活性化基本計画

《ウォーカブルなまちづくり》
多様な来街者が歩きたくなる居心地の良いウォーカブルな街路づくりを推進し賑わい創出

に繋げていくことを目標の一つに設定

八戸市地域
公共交通網形成計画

《低床バス導入》
市内幹線軸の持続性向上とさらなる品質向上等を図るため、低床バス導入によるバリアフ

リー化の検討について記載 → H27d以降実施中

バリアフリー基本構想のような特定エリアの面的かつ具体的な

バリアフリー化に関する計画等の策定実績なし
8



検討体制と基本構想策定までの流れ
Hachinohe City
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関係機関との協議・連絡調整の場

八戸市中心街地区バリアフリー推進協議会

学識
経験者

福祉
関係者

交通
事業者

町内会

行政

交通
管理者

庁内連携

庁内連絡会議

福祉部局

交通政策
部局

道路/公園
管理部局

公共施設
管理者

都市計画
部局

建築指導
部局

パブリックコメント・議会報告 → 市民からの意見聴取

基本構想に基づく事業実施とフォローアップ

（仮称）八戸市中心街地区バリアフリー基本構想の公表

（仮称）八戸市中心街地区バリアフリー基本構想の原案作成

● 公共施設・インフラのバリアフリー化

状況等の調査・データ収集

● 基本構想（素案）の作成

※バリアフリ ー法 第 26条 に 規 定す る 協 議 会
施設

管理者

商店街

利用者
代表

● 検討エリア内のバリアフリー化状況に関する街歩き点検

● 改善が必要な箇所の選定（特定事業）

● 基本構想（素案）に関する意見交換

主な検討・調査事項 主な検討・調査事項



バリアフリー推進協議会構成員名簿
Hachinohe City
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区分 所属 役職 氏名

学識経験者 八戸工業大学 教授 安部 信行

福祉関係団体 八戸市社会福祉協議会 事務局長 松橋 光宜

〃 八戸市シニアクラブ連合会 会長 上田 武男

〃 八戸市身体障害者団体連合会 会長 東山 国男

〃 特定非営利活動法人 はちのへ未来ネット 代表理事 平間 恵美

その他市民団体 三八城連合町内会 会長 服部 正俊

〃 八戸商店街連絡協議会 会長 松井 正文

交通事業者 東日本旅客鉄道株式会社 青森事業本部 事業推進部 マネージャー 菅原 賢

〃 八戸市タクシー協会 事務局長 鈴木 一浩

〃 岩手県北自動車株式会社 乗合事業部 南部支社分室 室長 佐藤 欽一

〃 八戸市 交通部 次長兼運輸管理課長 鈴木 伸尚

公安委員会 青森県 八戸警察署 交通官 白戸 一正

関係行政機関 国土交通省 東北運輸局 青森運輸支局 首席運輸企画専門官 小林 弘典

〃 青森県 三八県土整備事務所 道路施設課 課長 内海 達也

八戸市 八戸市 総合政策部 次長兼市民連携推進課長 高森 大輔

〃 八戸市 福祉部 次長兼障がい福祉課長 三浦 幸治

〃 八戸市 都市整備部 次長兼都市政策課長 田邊 肇



庁内連絡会議構成員名簿
Hachinohe City
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部 課 所管業務

総合政策部 政策推進課 公共交通政策

総務部 行政管理課 市庁舎・市庁前広場管理

商工労働まちづくり部 まちづくり推進課 中心街ストリートデザイン事業等

〃 八戸ポータルミュージアム 八戸ポータルミュージアム運営

観光文化スポーツ部 文化創造推進課 八戸市公会堂・八戸市公民館・南部会館管理

〃 美術館 八戸市美術館運営

福祉部 福祉政策課 心のバリアフリー事業

〃 高齢福祉課 高齢者福祉

〃 障がい福祉課 障がい者福祉

こども健康部 子育て支援課 中央児童会館管理

建設部 道路維持課 市道管理

都市整備部 都市政策課 都市計画（事務局）

〃 公園緑地課 公園管理

〃 建築指導課 建築確認

交通部 運輸管理課 市営バス運営



Hachinohe City

基本構想検討エリア

本八戸駅

中心街の玄関口の一つ

公共施設集積エリア

市役所、公会堂、公民館
美術館、南部会館

民間施設エリア

百貨店、飲食店、ホテル、
銀行、オフィス、マンション

など

多様な都市機能集積

基本構想検討エリア

下記を含むエリア

❶ 本八戸駅

❷ 民間施設が集積する区域

❸ 公共施設が集積する区域
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03 中心街の概要
Hachinohe City



都市計画上の中心街地区の位置づけ
Hachinohe City

都市計画マスタープラン（上位計画） 立地適正化計画（下位計画）

✓ 中心街地区を中心拠点として位置づけ、多様な都市機能の集

積と土地利用の高度化を推進する方針（P27,P78）

✓ 公共空間のバリアフリー化により誰もが安心して回遊できる

歩行空間の整備を推進（P78）

中心街地区を都市機能誘導区域に設定し以下の施設の立地を誘導

--------------------------------------《誘導施設》----------------------------------------

①大型商業施設（床面積10,000㎡以上）

②大規模病院（200床以上の病院等）

③興行場（客席面積200㎡以上）※映画館、公会堂など

④文化施設（図書館、博物館、美術館）

⑤交流施設（展示場、コンベンション、集会場）

将来都市構造図 都市機能誘導区域
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多様な都市機能が集積する中心街地区
Hachinohe City

八戸ブックセンター

八戸まちなか広場“マチニワ”八戸ポータルミュージアム“はっち”

八戸市美術館

YSアリーナ八戸

長根公園

本八戸駅

八戸市庁

三八城公園

旧柏崎小学校
跡地広場

まつりんぐ広場

中心街ターミナル

金融機関（八日町）

さくら野百貨店

飲食店・横丁

南部会館

物販/マンション/オフィス/ホテル
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八戸市公会堂

中央児童会館



交通政策上の中心街地区の位置づけ
Hachinohe City

八戸市地域公共交通網形成計画
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拠点 拠点の特性 乗継機能

本八戸駅 八戸中心街への玄関口
⚫ 市内各方面へのバスの乗継拠点
⚫ タクシーの乗継場所

八戸中心街ターミナル
市内各方面及び周辺市町村 への
路線バス発着点

⚫ 市内各方面及び周辺市町村へのバスの乗継拠点



JR八戸線の概要
Hachinohe City

✓ 市内では本八戸駅と小中野駅が高架区間

✓ 八戸線のうち八戸駅に次いで本八戸駅の利用者数が多い

八戸駅

利用者数：6,696人/日

※利用者数は令和６年度の日平均。無人駅はデータなし。

本八戸駅（高架）

利用者数：2,004人/日

小中野駅（高架）

利用者数：データなし

（参考）その他の駅

鮫駅

利用者数：482人/日

久慈駅

利用者数：264人/日
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本八戸駅前広場の機能
Hachinohe City
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ホーム・駅舎

タクシープール・乗り場 バスプール・乗り場

路線バス：平日256便/日（24系統）
※中心街ターミナルへもアクセス可能

高速バス：14便/日

令和８年度：スロープ設置工事実施予定
一般用駐車場

台数：17台（車いす使用者用：１台）



中心街ターミナル（路線バス）の概要
Hachinohe City

順位 バス停名 乗降者数（人）

1 中心街（八日町） 435,590

2 中心街（六日町） 346,245

3 旭ケ丘営業所 316,283

4 中心街（三日町） 306,791

5 ラピア 298,271

6 中心街（中央通り） 287,736

7 本八戸駅 274,357

8 十三日町 269,349

9 中心街（朔日町） 225,567

10 八戸駅前 209,940

市内合計 10,351,374

中心街バスターミナル合計
1,601,929

（市内シェア15.5%）

✓ 路上の５つのバス停をバスターミナルとして位置づけたもの
✓ 乗降者数はいずれも市内で上位を占め、５地点の合計は全利用者の15.5％にあたる
✓ 中心街ターミナルではないが十三日町バス停の利用者数が上位

乗り場位置図 バス停別乗降者数（令和６年度/市営バス）
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Hachinohe City
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施設の種類 定義
基準適合義務が
生じるケース

旅客施設
⚫ 鉄道事業法による鉄道施設
⚫ 自動車ターミナル法によるバスターミナル 等

建設時、大規模改良時

特定旅客施設
⚫ 利用者5,000人/日以上の旅客施設
⚫ その他特にバリアフリー化の必要がある旅客施設 等

〃

特定道路
（大臣指定）

⚫ 特定旅客施設と2,000㎡以上の特別特定建築物と特定路外駐車
場を結ぶ道路法による道路

⚫ （バリアフリー基本構想で生活関連経路に設定された道路）
新設、改築時

特定路外駐車場 ⚫ 駐車面積500㎡以上の時間貸駐車場 設置時

特定公園施設 ⚫ 都市公園の園路、トイレ、駐車場等 新設、増設、改築時

特別特定建築物

⚫ 下記の用途の建築物

床面積2,000㎡以上の
建築物の建設時

バリアフリー基本構想の有無によらず基準適合義務が生じるケース

✓ バリアフリー基本構想策定の有無に関わらず、不特定多数が利用しバリアフリー化が特に必
要な施設は新設時や改築時にバリアフリー基準への適合が義務化される

特別支援学校 病院 映画館 集会場

公会堂 展示場 百貨店 物販店舗

ホテル 官公署 身体障がい者福祉ホーム

老人ホーム 児童厚生施設 体育館 美術館

図書館 飲食店 銀行等のサービス業の店舗

公衆便所 など



中心街バスターミナルから500ｍ

本八戸駅から500ｍ圏内

旅客施設・2,000㎡以上の特定特別建築物・特定路外駐車場等の分布
Hachinohe City

中心街ターミナル

バス停の集合体
旅客施設に非該当

凡例

旅客施設（鉄道施設）

公共施設（床面積2,000㎡以上）

商業施設（床面積2,000㎡以上）

銀行（床面積2,000㎡以上）

ホテル（床面積2,000㎡以上）

特定公園施設（園路等）

特定路外駐車場（時間貸/500㎡以上）

※休業中の施設を除く

特別特定建築物

21※休業中の施設を除く

本八戸駅

三八城公園

公会堂

市庁

美術館

さくら野

はっち

中央駐車場
市庁

対象範囲

交通結節点である

本八戸駅 ・中心街ターミナルから

高齢者徒歩圏である半径500mの範囲



22

04 中心街のバリアフリー化の現状
Hachinohe City



中心街バスターミナルのバリアフリー化の状況
Hachinohe City
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三日町バス停

《上屋》〇※民地 《ベンチ》〇

中央通り

《上屋》〇※民地《ベンチ》〇※民地

八日町

《上屋》〇 《ベンチ》〇

六日町

《上屋》〇※民地 《ベンチ》×

朔日町

《上屋》〇 《ベンチ》〇
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中心街バスターミナルから

徒歩圏（500ｍ）

JR本八戸駅から

徒歩圏（500ｍ）

凡例

公共施設（床面積2,000㎡以上）

商業施設（床面積2,000㎡以上）

銀行（床面積2,000㎡以上）

ホテル（床面積2,000㎡以上）

特定路外駐車場（時間貸/500㎡以上）

※休業中の施設を除く

特別特定建築物

《建築物に係るバリアフリー関連法令の変遷》
H 6（1994） ハートビル法施行
H10（1998） 青森県福祉のまちづくり条例施行
H14（2002） ハートビル法において一定規模以上の建築物のバリアフリー化を義務化
H18（2006） バリアフリー法施行（ハートビル法廃止）

▼
現行のバリアフリー法施行後の平成19年以降に建築確認を受けた床施設2,000㎡以上の特別特定建築物をピックアップ

（バリアフリー基準への適合審査が行われた施設）

現行のバリアフリー基準に適合して建設された建築物の分布
Hachinohe City



施設名
現行基準
適合状況

竣工 バリアフリー化（ユニバーサルデザイン化）の状況

公会堂・八戸市公民館 － S50.4 R1-R3 ユニバーサルデザイン化工事実施済み

八戸市庁 －
S55.12 長寿命化に併せてユニバーサルデザイン化を随時実施中

（R4d～トイレ全面改修実施中）

南部会館 － S60.3 スロープ・多目的トイレ設置完了

中央児童会館 〇 H21.3 ※バリアフリー法施行後に建設

はっち ◎ H22 ※バリアフリー法第14条適合施設

マチニワ 〇 H30.7 ※バリアフリー法施行後に建設

中央駐車場 ◎ H30.7 ※バリアフリー法第14条適合施設

美術館 ◎ R2.12 ※バリアフリー法第14条適合施設
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公共施設のバリアフリー（ユニバーサルデザイン）化の状況
Hachinohe City



✓ 市庁、中央駐車場、はっち、マチニワの４施設が特に利用者が多い
✓ 国土交通省のガイドラインでは、多数の人が利用する施設を生活関連施設に優先して選定するよう記

載あり
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公共施設の利用者数（令和６年度）
Hachinohe City

417,966 

636,998 

125,226 

14,248 

310,987 

508,160 

72,030 

144,140 

8,831 

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000

マチニワ

はっち

美術館

南部会館（R5d）

中央駐車場

市庁（R3d）

公民館

公会堂

中央児童会館

バリアフリー法
第14条適合施設

バリアフリー法
第14条適合施設

バリアフリー法
第14条適合施設

バリアフリー法
施行後建設



中心街バスターミナルから

徒歩圏（500ｍ）

JR本八戸駅から

徒歩圏（500ｍ）

特定路外駐車場における車いす使用者用駐車場設置状況
Hachinohe City

凡例

設置済み ９箇所

未設置または不明 ７箇所
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本八戸駅

三八城公園

公会堂

市庁

美術館

はっち

マチニワ

八戸市中央駐車場

車いす使用者用駐車場：９台

タイムズ八戸三日町パーキングプラザ

車いす使用者用駐車場：３台

タイムズ八戸番町第２

車いす使用者用駐車場：４台

タイムズハチノスクエア

車いす使用者用駐車場：１台

番町さくら野パーキング

車いす使用者用駐車場：１台

六日町パーキング

車いす使用者用駐車場：１台

タイムズテアトル駐車場

車いす使用者用駐車場：１台

タイムズオリオン駐車場

車いす使用者用駐車場：１台

市庁

タイムズ八戸番町中央

車いす使用者用駐車場：２台



歩道整備状況
Hachinohe City
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歩道整備済（県管理）

〃 （市管理）

歩道整備中（県管理）

〃 （市管理）

中心街地区

凡例

本八戸停車場線（県管理）

最大縦断勾配 5.0％

本八戸駅通線（市管理）

最大縦断勾配 4.6％

県道１路線、市道２路線で

電線地中化工事に併せて

歩道の新設工事を実施中

特定道路

市内で指定路線なし

《道路のバリアフリー関連法令の変遷》

H12.11 交通バリアフリー法施行

H18.12 バリアフリー法施行
▼

法施行後は市も基準に準拠し歩道を整備

直近の歩道整備例

ハナミズキ通り（R6.1完成）

写真差込
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音響式 16箇所

非対応 13箇所

凡例

音響式信号機設置状況
Hachinohe City
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05 検討にあたっての基本方針とスケジュール
Hachinohe City



基本方針
Hachinohe City

障がい者や高齢者などが複数の交通手段から中心街へのアクセス方法を選択し、

多様な都市サービスを円滑に受けることができるエリアの形成

基本方針

01 中心街へのアクセス手段

➊ 鉄道 ❷ 路線バス ❸ タクシー ❹ 自家用車

02 多様な都市サービス

➊ 行政サービス ❷ 買い物 ❸ 飲食 ❹ 金融サービス

❺ 観光 ❻ 交流 ❼ 文化活動 ❽ 公共交通利用

徒歩移動の起点と都市サービスを提供する施設を繋ぐ面的なバリアフリー化

01 バリアフリー法施行前に整備された施設のバリアフリー化推進
 02 施設及び経路の連続性の確保

Point
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Hachinohe City

重点整備地区想定エリア

❶ 鉄道

本八戸駅

❷ 路線バス

中心街バスターミナル

❹ 自家用車

駐車場（時間貸）集積

公共施設集積エリア

市役所、公会堂、公民館
美術館、南部会館

中心部エリア

百貨店、飲食店、ホテル、銀行、
オフィス、マンション etc

多様な都市機能集積

基本構想想定区域

本八戸駅と中心街バスターミナ
ルを結ぶ区域を基本に検討

❸ タクシー

全域・駅前広場
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特定事業（法により事業実施が義務化される事業）の選定対象一覧
Hachinohe City

✓ 協議会構成員との街歩き点検、庁内への意見照会の結果を踏まえて下記より選定する

33

特定事業の種類 対象 区域内で対象となりえる施設

公共交通特定事業
⚫ 特定旅客施設（利用者数5,000人以上等）内のエレベー

ター等整備
本八戸駅エレベーター整備

道路特定事業 ⚫ 道路法による道路のバリアフリー化全般 国道、県道、市道

路外駐車場特定事業
⚫ 特定路外駐車場（時間貸かつ面積500㎡以上）への車

いす使用者用駐車スペース整備等

民間駐車場

※立体駐車場は建築物

都市公園特定事業 ⚫ 都市公園の園路等のバリアフリー化 三八城公園（園路、トイレ等）

建築物特定事業
⚫ 特別特定建築物の建築物特定施設※2のバリアフリー化

※2 出入口、廊下、階段、エレベーター、便所、敷地内の通路、駐車場等
公会堂、市庁舎、民間施設等

交通安全特定事業 ⚫ 道路の横断の安全を確保する事業 音響式信号機、横断歩道

教育啓発特定事業 ⚫ 意識啓発事業全般 心のバリアフリー事業

その他事業 ⚫ 特定事業には分類されないが必要なもの
本八戸駅前広場

中心街ターミナル（バス停）



今後のスケジュール
Hachinohe City
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年月 バリアフリー基本構想協議会 庁内連絡会議

R8年 7月
・経緯と目的
・検討地区の現状
・区域設定の方針

8月
・経緯と目的
・検討地区の現状
・区域設定の方針

・各施設のバリアフリー化状況
・特定事業としての設定希望の有無

9月
【対象】駅/広場/道路/公共施設等
【参加者】福祉関係団体/各施設管理者

10月
・街歩き点検を踏まえた基本構想の方針
・ 〃 特定事業の選定

11月
・街歩き点検を踏まえた基本構想の方針
・ 〃 特定事業の選定

R9年 1月 ・基本構想素案に対する意見聴取

2月 ・基本構想素案に対する意見聴取

3月

4月

5月 ・パブコメ結果報告と基本構想への反映 （第３回） ※必要に応じて開催

6月 （第５回） ※必要に応じて開催

7月

第１回

第２回

第１回

街歩き点検

意見照会

照会

第３回

第４回

基本構想原案の議会報告

パブリックコメントの実施

基本構想の公表

第２回
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街歩き点検実施案（９月下旬～10月上旬のいずれか１日）
Hachinohe City
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本八戸駅

はっち

公会堂・公民館03

市庁舎（本館）04

中央駐車場05

八日町バス停07

十三日町バス停12

駅舎集合

Check
✓ 各施設の状況（01～14）
✓ 道路や広場などの経路の状況
✓ 信号機や横断歩道の状況

意見交換
場所：3階 和のスタジオ
時間：30分程度
内容：チェック結果の共有など

市庁舎（別館）06 途中休憩(10分) 中央通りバス停08

朔日町バス停09

六日町バス停10

本八戸駅・駅前広場01

市庁前バス停02

✓ 概要説明（10分）
✓ チェックリスト配布

※移動距離約2.5km/３時間程度を予定

---------------有識者--------------

八戸工業大学

------------福祉関係団体----------

八戸市社会福祉協議会

八戸市シニアクラブ連合会

八戸市身体障がい者団体連合会

NPO法人 はちのへ未来ネット

-----------公共交通事業者---------

東日本旅客鉄道株式会社（JR）

岩手県北自動車株式会社（南部バス）

八戸市交通部（市営バス）

-------------交通管理者------------

八戸警察署

-------------道路管理者------------

三八地域県土整備事務所（県）

道路維持課（市）

まちづくり推進課（市）

---------公共施設管理者等---------

文化創造推進課（市）

行政管理課（市）

八戸ポータルミュージアム（市）

政策推進課 （市）

参加者

マチニワ11

はっち14

三日町バス停13
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